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研究成果の概要（和文）： 伊藤圭介標本は主に、国内では国立科学博物館と東京都立大学、国外ではオラン
ダ・ライデンの生物多様性センターとドイツ・ミュンヘンの州立植物標本館収蔵される。これらの標本を調査し
分類学の立場から分析した。
　国立科学博物館の当該標本は、圭介標本の特定はなされない状況にあった。まず、圭介関連標本を特定した。
国外に収蔵される圭介標本には、シーボルトが新分類群発表の際に引用した標本が含まれることを明らかにし
た。後者の標本リストは圭介自身が手元に留め、現在、国立国会図書館に収蔵される。この資料を参考にして、
国立科学博物館に収蔵される圭介関連標本と特定された標本と、国外の標本室に収蔵される標本の比較を行っ
た。

研究成果の概要（英文）： Ito Keis[u]ke's collection is deposited mainly in the National Museum of 
Nature and Science, Tokyo and the Makino Herbarium (Tokyo Metropolitan University) in Japan, the 
Naturalis (Leiden, the Netherlands), and the Botanische Staatssammlung (Munich, Germany). The 
collection was studied taxonomically.
 For the Keis[u]ke's collection in the National Museum of Nature and Science, Tokyo, I made clear 
that almost specimens are rightly Keis[u]ke's. It is also cleared that when Siebold published new 
names for Japanese plants he cited Keis[u]ke's specimens deposited in the Naturalis not in the 
National Museum of Nature and Science, Tokyo. I have also made a comparison of the Keis[u]ke's 
specimens both deposited in the National Museum of Nature and Science, Tokyo and the Naturalis, and 
found no duplicate specimens are deposited in the National Museum of Nature and Science, Tokyo.

研究分野： Taxonomy
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本での近代植物学確立に重要な役割を果たした伊藤圭介が収集したおし葉標本を直接調べることにより、当
時の日本における植物分類学の知識水準を知ることができる。おし葉標本に記された情報は、当時の日本の状況
を残しているものであり、これらの情報を整理することにより、植物学分野にとどまらず文化史、民俗学など広
範囲の分野の研究・教育に役立つ。
　さらに、海外に保管されている標本に基いて行われたヨーロッパ研究者による分類学的研究に伊藤圭介の標本
が利用されたことを明らかにしたことにより、江戸時代の日本の自然史の知識水準がヨーロッパに引けを取らな
いことを明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 1995年に国立科学博物館植物研究部が筑波に移転した際に、伊藤圭介の孫であり、自身
も植物分類学者であった伊藤篤太郎が個人的に所蔵していた標本の一部が寄贈当時の状態
のまま、収蔵庫内の一隅に保管されていることが判明した。この標本は伊藤篤太郎没後に遺
族より、国立科学博物館に寄贈されたものである。伊藤篤太郎は明治初期にイギリスに留学
し、伊藤圭介の標本を引き継ぎ、植物分類学者として活躍した。しかし、伊藤篤太郎没後、
所蔵していた標本類が国立科学博物館に移送された当時は、第二次世界大戦中であったた
め、伊藤圭介の標本が当館に寄贈されたという情報は学会に伝わらず、また、戦後の混乱期
にはその寄贈標本の整理・研究も進められることもなく、収蔵庫内に眠ったままの状態で保
管され続けてきた。 
 国立科学博物館植物研究部の筑波移転に伴い、伊藤篤太郎所蔵の標本中に、伊藤圭介の採
集にかかわるぼう大な標本の存在を確認することができた。折しも、シーボルトが幕末に日
本で収集したシーボルト・コレクション（主にオランダのライデンにある生物多様性解析セ
ンターに収蔵される）の今日的意義についての学際研究が日蘭交流 400年にあたる 2000年
から東京大学総合研究博物館を中心に申請者を含む、オランダとドイツの研究者らと共同
でプロジェクト研究として行われることとなった。 
 このシーボルト・コレクションの研究の一部として行われた申請者らの研究を通して、伊
藤圭介らの日本人が採集した標本・資料の重要性が改めて再認識されるに至っている。この
研究成果に基づき、シーボルトとの関係により国際的にも重要性が再認識さた契機に、日本
に残されていた伊藤圭介標本の全貌を明らかにする研究が申請者により立案され、進めら
れた。その結果、日本に残されていた伊藤圭介標本はおよそ 5000点におよぶことが明らか
になり、各標本を今後の研究に活用するための、さらなる研究が立案されることとなった。 
 
 

２．研究の目的 
 本研究は、日本の近代植物分類学黎明期における植物標本のもつ意義と、その歴史的変遷、
および当時の日本の植物分類学の研究レベルを、伊藤圭介が収集した植物標本にもとづい
て実証的に解析することを目的とする。これまでの著作物などの間接的資料によった黎明
期の植物分類学の研究に、その物的基礎となった標本を直接研究することを通して一層の
深化を図ろうとするものである。 

 伊藤圭介は、日本における近代植物学の創始者のひとりである。日本国内に江戸時代に来
日したオランダ商館医師シーボルトから直接、植物分類学を学び、それを日本に紹介した。
しかし、伊藤圭介自身が行った研究の実態は未だ詳細には調べられていない。本研究は、伊
藤圭介が収集し、研究に用いた資料（植物標本）を分類学的に分析し考察を行うことで、伊
藤圭介の研究精度を評価し、彼が後世の植物学に果たした役割と意義を考察する。また、伊
藤圭介が収集した植物標本全体を近代植物学導入期の資料体として、植物学分野に止まら
ず文化史、民俗学など広範囲の分野の研究・教育に役立てるため、のデータベース化の実施
を検討する。 
 

３．研究の方法 
１．伊藤圭介標本について、植物分類学の研究資料としての質ならびに保存状態とそれらの、
産地、和名、学名等の特筆事項等を、生物多様性解析センター（オランダ国ライデン市）お
よびバイエルン州立植物標本館（ドイツ国ミュンヘン市）に収蔵される伊藤圭介標本と国立
科学博物館その他国内に収蔵される標本を比較検討する。 



２．得られた情報を整理し、データベース化のためのデータを取得する。なお、このデータ
ベースは、植物学分野にとどまらず文化史、民俗学など広範囲の分野の研究・教育に役立つ
ようなものにする。 

３．伊藤圭介の日本に残されている標本と海外に保管されている標本の調査結果を比較し、
日本と海外に保管されている標本間の異同、重複標本の有無を明らかにする。 
４．海外に保管されている伊藤圭介標本にもとづて行われた、欧米の研究者による分析・研
究と伊藤圭介自身の分析・研究を較べ、伊藤圭介が後世の日本の植物学に果たした意義と限
界について考察する。 
 

４．研究成果 
 伊藤圭介標本は、国内では国立科学博物館と東京都立大学に、国外ではオランダ・ライデ
ン市にある生物多様性解析センターおよびドイツ・ミュンヘン市にあるバイエルン州立植
物標本館収蔵される。これらの標本を調査し分類学の立場から分析を行った。 
 国立科学博物館の当該標本は、圭介標本との特定はなされていない状況にあったが、それ
らが間違いなく圭介の関連標本であることを明らかにした。国外に収蔵される圭介標本に
は、シーボルトが新分類群発表の際に引用した標本が含まれることを明らかにした。 
 これらの標本は、その目録を圭介自身が手元に留めていて、現在は国立国会図書館に収蔵
されることが明らかとなった。これを参考に、圭介標本と特定された国立科学博物館収蔵標
本と、国外の標本室に収蔵される標本との比較を行った。 
 国外の標本室に収蔵され、欧米の研究者により分類学的研究がなされた圭介標本の重複
標本が日本に保存されているかについて、国内における主要な伊藤圭介関連標本収蔵施設
である国立科学博物館において調査を行った。その結果、伊藤篤太郎が自宅に保管し、篤太
郎没後の 1941（昭和 16）年に、篤太郎自身の収集標本とともに当該標本は国立科学博物館
に寄贈され、寄贈後は特に整理されることもなく保管されていた標本中に、当該の標本が含
まれることが判明した。そこで、篤太郎没後の寄贈標本を、「圭介関連標本」と「篤太郎収
集標本」とに分別した。 
 圭介が、江戸末期に来日したシーボルトにおし葉標本（おし葉帖のかたち）を贈ったこと
は広く知られている。本研究で、それらの寄贈標本中に、シーボルトが新分類群発表の際に
引用した標本が含まれていることを明らかにした。この圭介標本はオランダの生物多様性
解析センターに収蔵されている。この標本の目録は圭介自身が手元に留め、現在では国立国
会図書館に収蔵されている。それにはシーボルト自身により、植物の学名が記入されている。
これらの資料を参考にして、国立科学博物館に収蔵される圭介関連標本と特定された標本
と、国外の標本室に収蔵される標本の比較を行った。その結果、圭介がシーボルトに贈った
標本の重複標本と特定できる標本は、残念なことに圭介の手元には残されていないことが
明らかになった。 
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